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希少猛禽類は生態系ピラミッドの頂点に位置す

ることから，各種開発事業の環境影響評価に際して

は，動物（鳥類）及び生態系の予測対象種として位

置づけられ，環境保全措置が講じられることが多

い．希少猛禽類に係る環境保全措置のうち，代償措

置として人工代替巣が設置されることがあり，ミサ

ゴ（Pandion haliaetus）やオオタカ（Accipiter 

gentilis）での事例は多いものの，ハチクマ（Pernis 

ptilorhynchus）を対象に設置された例は少なく，

繁殖成功事例の報告はない． 

本報告では，工業団地造成事業の実施に伴う環境

保全措置の一環として，自然的要因により落巣した

ハチクマの営巣木に人工代替巣を設置した結果，設

置年に当該巣を利用し，繁殖に成功したことが確認

できたことから，その状況について紹介する．あわ

せて，当該巣の利用状況を確認する目的でIoT自動

撮影カメラを用いた遠隔監視を実施しており，その

結果についても紹介する． 

 




